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【バス利用者アンケート調査概要】
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【バス利用者アンケート回答と分析】 ①回答者属性（問3 年齢）

茨城交通路線の利用者 椎名観光バス路線の利用者

➢ 回答者の年齢構成は10～20歳代は8.9％、30～
64歳が32.6％、65歳以上が57.6％

➢ 回答者の年齢構成は10～20歳代は０％、30～64
歳が61.1％、65歳以上が38.9％

(3) 公共交通利用者の移動需要の把握・分析
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【バス利用者アンケート回答と分析】 ①回答者属性（問4 居住地）

茨城交通路線の利用者 椎名観光バス路線の利用者

(3) 公共交通利用者の移動需要の把握・分析
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①回答者属性（問6 普段、自分で運転して外出することがあるか）

➢ 回答者の71.2％は自分で運転しない（運転して外出
しない＋免許返納＋免許未所持）

➢ 回答者の72.2％は自分で運転しない（運転して外出
しない＋免許返納＋免許未所持）

茨城交通路線の利用者 椎名観光バス路線の利用者

【バス利用者アンケート回答と分析】

(3) 公共交通利用者の移動需要の把握・分析
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②路線バスの利用（問10 バスから鉄道等に乗り継いでいるか）

➢ 回答者の53.9％は乗継をしており、その内、乗継先は
多い順に常磐線（水戸方面）75.4％、常磐線（い
わき方面）19.8％

➢ 回答者の94.4％は乗継をしており、その内、乗継先は
常磐線（水戸方面）100％

茨城交通路線の利用者 椎名観光バス路線の利用者

【バス利用者アンケート回答と分析】

(3) 公共交通利用者の移動需要の把握・分析
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②路線バスの利用（問11 路線バスの利用頻度）

➢ 回答者の利用頻度は、週に1回以上は87.0％（ほぼ
毎日＋週に4～5回＋週に2～3回＋週に1回）

➢ 回答者の利用頻度は、週に1回以上は88.9％（ほぼ
毎日＋週に4～5回＋週に2～3回＋週に1回）

茨城交通路線の利用者 椎名観光バス路線の利用者

【バス利用者アンケート回答と分析】

(3) 公共交通利用者の移動需要の把握・分析
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②路線バスの利用（問12 路線バスの利用目的）
最も多い利用目的と2番目に多い利用目的をそれぞれ1つずつ選択

➢ 回答者の利用目的（複数回答）は多い順に買物
45.5％、通院37.5％、通勤36.3％、趣味や娯楽の
ための外出21.0％

➢ 回答者の利用目的（複数回答）は多い順に通勤
66.7％、買物50.0％、通院33.3％

茨城交通路線の利用者 椎名観光バス路線の利用者

【バス利用者アンケート回答と分析】

(3) 公共交通利用者の移動需要の把握・分析
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②路線バスの利用（問19 路線バスの利用に当たり不便だと思う点・複数回答）

➢ 多い順に、運行回数が少ない55.6％、時刻通りに来
ない29.7％、最終バスの時刻が早い23.6％

➢ 多い順に、運行本数が少ない77.8％、最終バスの時
刻が早い38.9％

茨城交通路線の利用者 椎名観光バス路線の利用者

【バス利用者アンケート回答と分析】

(3) 公共交通利用者の移動需要の把握・分析
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③路線バスに対する意見（問20 路線バスのサービスに関する満足度について）

➢ バスサービスの総合満足度は、満足が不満を8.8ポイント
上回る

➢ 項目別の満足度は、定時性、運賃、バス停環境、車内
環境、情報案内で満足が不満を上回り、定時性と車内
環境で満足と不満の差が20ポイント以上

➢ 一方、運行本数、運行時間帯で不満が満足を上回る

➢ バスサービスの総合満足度は、満足が不満を8.8ポイン
ト上回る

➢ 項目別の満足度は、定時性、運賃、バス停環境、車
内環境、情報案内で満足が不満を上回り、定時性と
運賃で満足と不満の差が20ポイント以上

➢ 一方、運行本数、運行時間帯で不満が満足を上回る

茨城交通路線の利用者 椎名観光バス路線の利用者

※無回答除く

【バス利用者アンケート回答と分析】

(3) 公共交通利用者の移動需要の把握・分析
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【椎名観光バス路線乗降調査】

(3) 公共交通利用者の移動需要の把握・分析
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【椎名観光バス路線乗降調査】

(3) 公共交通利用者の移動需要の把握・分析

利用状況に応じた路線バスの運行見直し及びバス再編と合わせた運行形態の在り方検討が必要。

➢ 十王いぶきだい団地循環線は、いぶき台団地内と十王駅を結ぶ利用が中心である。

➢ 十王ソーラーリゾート線は、十王駅と山部地区内及び工業団地を結ぶ利用が中心である。

➢ 高原・黒坂線は、小中学生の登下校利用が中心であり、単独区間では日向バス停のみ利用が見られる。

➢ 鵜の岬線と城の丘団地線は、1日を通して利用が少なく、利用者がゼロの便も存在する。


